
 

 

 

 

 

１ 第８期生の皆さんへ 

卒業おめでとうございます！～高校卒業という節目を大切に～ 

 明日は，３年生（第８期生）の皆さんにとって，種子島中央高等学校最後の日になります。

そして，この高校で，この種子島で培ってきたものを携え，輝かしい未来へ第一歩を踏み出す

「節目」の日でもあります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 竹は光を求める性質が他の植物よりも際立って強い植物だそうです。我々が目にしている竹

は地下に埋まっている地下茎から伸びた一部で，その本体は地下に埋まっています。その一部

が上へ上へと伸びていくと，やがて竹は自分自身を支えられなくなります。そこで，自分自身

を支えるために「節目」があるのです。強い風に吹かれても，重い雪が積もっても，簡単に折

れることはありません。 

名言①にあるように，皆さんも高校卒業という節目に思いを新たにし，上へ上へと成長して

いってください。 

２ 第９・10 期生の皆さんへ 

TCE を継続しましょう！～創立１０周年の節目を大切に～ 
「 挑戦～10 年の節目 今こそ進化のとき〝ＴＣＥ〟～ 」。これは本校生徒会の平成 29 年度の

スローガンです。創立 10周年という節目に，よりよい伝統を築き，さらに進化する「Tanegashima Chuo 

high school Evolution」すなわち「ＴＣＥ」で学校を活気づけたいと考え，記念行事や新しい取り

組みを行ってきました。では，種子島中央高等学校の一員である皆さん自身の「Evolution」はどう

ですか？ 

 

 

 

 通常，植物の成長点は幹や枝の先端部分にしかないが，竹は節毎に成長点をもっているそうです。

それ故に，光を求めて，他の植物よりも早く成長することができるのです。  

もう１つ，平成 29 年 12 月 11 日に『文春オンライン』に掲載された「池上さんに聞いてみた」を

紹介します。  

 

 

生徒指導部だより 

種子島中央高等学校生徒指導部 2 月号 
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節目に関する名言① 

生活の節目  節あればこそ竹は強い われわれもときには節目を設け  

生活を見直して 人生に耐える力を養いたい  

「ダラダラとつづいているように思うのは，そのつらなりのなかのフシを見すごしているからで， 

だから心も改まらなければ姿勢も改まらない。大事なことは，このフシを見わけ，自覚し，その 

フシブシで思いを新たにすることである。(中略)フシは自然に与えられる場合もあるし，自分で 

つくり出していく場合もある。いずれにしても，とらわれない心でものを見，考え，ふるまうこ 

とである。」  

松下 幸之助(まつしたこうのすけ) 松下電器産業(パナソニック)を１代で築き上げた経営者発明家 

 

節目に関する名言② 

竹は節目で伸びていく   大沢啓二(おおさわけいじ) 元プロ野球日本ハムファイターズ監督 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんの節目は「ふしめ」でしょうか？「せつもく」でしょうか？生活するうえでは，文章で  

いえば，一区切りする「 。 句点 」や小さく区切って続ける「 ， 読点 」のような時が必要です。

いずれにせよ，名言②にあるように，皆さんも種子島中央高等学校創立 10 周年という「節目」に，  

そして，３年生が卒業し，２年生は最上級学年へ，１年生は中堅学年へと進級する「節目」に，  

自分自身の生活を見直して進化していってください。  

３ 卒業式について 

卒業式は卒業生の旅立ちを祝い,幸せを祈る厳粛な式です。 

卒業生はもちろんですが，在校生も服装をきちんと整えて卒業式に臨みましょう。 

・卒業生は体育館シューズ，在校生はスリッパを着用。 

・女子は紺のハイソックス，男子は白の靴下を着用。 

・女子は肩にかかる髪は黒・紺・茶系統のゴム（シュシュやリボンは不可）で束ねる。 

・男子は制服の第一ボタンまでしっかりとめる。 

４ 登下校について 

登下校中にイヤフォンをして音楽等を聴きながら，徒歩通学する生徒や単車や自転車を運転

している生徒がいるようです。周囲の音が聞こえず，とても危険です。今すぐやめてください。 

５ 今後の主な日程 

３月１日（木） 第８回卒業式 

２日（金） 生徒個人写真撮影（来年度生徒手帳用） 校内進路ガイダンス 

６日（火）・７日（水） 一般入学者選抜 ※生徒自宅学習期間：６日(火)～12 日(月) 

16 日（金） 生徒会各種委員会 

23 日（金） 修了式 大掃除 

26 日（月） 離任式 

池上さん，藤井聡太四段が語った「節目（せつもく）」ってどういう意味ですか？ 

Q 藤井聡太四段が 50 勝を達成。インタビューで語った「節目（せつもく）」とは？ 

 将棋の最年少プロである藤井聡太四段が公式戦通算 50 勝を達成しました。「１局１局指し

てきたのが節目（せつもく）の数字となりました」と振り返り，デビュー50 勝目の区切りの

ことを「節目（ふしめ）」とは言わず，「節目（せつもく）」という言葉で表現したのが印

象的だったのですが，特別な意味があるのでしょうか？（10 代・女性・学生） 

A 語彙力の高い藤井さんならではの発言です。 

 節目を「せつもく」とも読むことを，このニュースで知った人もいるでしょうね。新聞を

毎日読み，語彙力の高い藤井さんならではの発言です。 

節目は「ふしめ」とも「せつもく」とも読み，おおむね同じ意味ですが，微妙にニュアン

スが異なります。 

「ふしめ」と読む場合は「ものごとの区切り」という意味があります。これに対して，「せ

つもく」と読むと，「小分けの細目」という意味があります。 

 藤井さんが，両者のニュアンスの違いを正確に理解していたとすれば，50 勝目は人生の大

きな区切りではなく，まだまだ続く途中経過にすぎません，と謙虚に答えたことになります。 

 さて，藤井さんは，気取って別の読み方を披露しただけなのか，それとも極めて高い語彙

力を持って謙虚に答えたのか，どちらでしょう。 


